
第６学年 社会科学習モデル指導案 

１．単元名 「願いを実現する政治」 
２．本時について 
(1)本時の目標 
 地方公共団体の住民の願いを実現する政治の流れを調べて，政治の働きについて考える。 

 
(2)本時の展開（最後の10分の展開） 

分 教師の支援 学習活動 
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●「子育て支援センターができるまで」の流れ

を確認し，「お別れ会を開くまで」と似てい

るところを考えさせる。 

●線に沿ってシートを切り取り，番号順に並び

替えさせて，クラス全体で確認する。 

 

 

 

 

 

●２つの話の流れを比較し，全体を通して気づ

いたことを話し合わせ，発表させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｔ: これまで市役所や市議会を通して，み

んなの願いが実現されてまでの流れを

学習してきました。シートの右側の「お

別れ会を開くまで」と比べて，似てい

るところはありませんか。 

Ｃ:市役所の人と学級会係の人は，「計画を

立てよう」と言っているところが似てい

るね。 

Ｃ:市議会も学級会も，みんなで話し合って

決めているよ。 

Ｔ: ２つの話の流れを比べてみて，何か気

づいたことはありますか。 

Ｃ:どちらの話も「やりたい」とか「ほしい」

とか，願いを伝えるところから始まっ

ているよ。 

Ｃ: どちらの話も，計画を立てたり話し合

ったり，許可をもらったりするなど，

いろいろな人が関わっているね。 

Ｔ: 願いや意見を伝える→計画を立てる→

話し合いをする→申請する→許可をも

らう という流れが同じですね。 

 

 

☆キャリアの宝につながる解説(児童への落とし込み)をする。 

みなさんがクラスで行っている学級会は，社会科で学習した政治の仕組みととても

似ていることがわかりましたね。このように，政治の世界は遠い大人の世界ではなく，

みんなにとって身近なことにも当てはまるものです。ただしさんが思いを伝えたよう

に，自分の願いや意見をもつだけでなく，まずは，その願いや意見をきちんと伝える

ことがとても大切です。そのように願いや意見を伝えて政治に参画することで，自分

たちの生活をよりよくしていくことができるのです。 

☆ワークシート「『願いを実現する政治』を身近に感じよう！」を配付して，クラスで「お

別れ会を開くまで」の話の□に番号を書かせる。 


